A Study of Development of Arithmetic Learning Which Fosters Pupils' Qualities and Abilities : With a View to Developing Methods for Instruction and Evaluation. by Suzuki, Shoji
広島大学附属三原学校園研究紀要第6集 2016 pp.89 96 
算数科
資質・能力を育成する算数学習の開発に関する研究
一指導方法及び評価方法の開発をめざしてー
1 はじめに
これからの社会を生き抜くために，日本を含め
諸外国において， 21世紀に必要とされる汎用的な
資質・能力を定義し，その資質・能力を育成する
ことのできるカリキュラム開発が進められている。
日本においては，国立環境政策研究所から出され
た「社会の変化に対応する資質や能力を育成する
教育課程編成の基本原理」の中で「21世紀型能力J
として，資質・能力が整理されている 1）。これら
国の動向を受け，本学校園においてもこれからの
変化の激しい社会を生き抜くために必要な資質・
能力を育成するための教育活動を展開している。
本学校園では，社会的自立の基礎となる資質・
能力を3つ設定している。それは「キャリアプラ
ンニング能力」 「人間関係形成・社会形成能力」
「課題対応能力」である。これらの3つの資質・
能力を「通教科的能力」とし，教育活動全般を通
して育成することをめざしている。そのため，「通
人間関係形成・
社会形成能力
課題対応能力
鈴木昌
に数学を身近に感じ，将来の
生き方を描こうとする。
（なりたい自分と算数・数学
とのつながりについて考え
ようとする態度）
様々な事象を数学的な表現
を用いて，筋道立てて伝え合
うことがで、きる。
（数学的な表現を用いて，筋
道立てて伝え合う力）
既習の数学的な学びをもと
に，問題解決に必要な数学的
要素を取捨選択し，それらを
関係づけて見出した法則を
活用して身の周りの事象に
ついて考えることができる。
（数・量・図形的な関係を見
いだし発展させる力）
教科的能力と関連的に育む教科の本質に根ざした そこで本研究では， 「算数・数学科の本質に根
資質・能力」を各教科部会で設定し，研究を進め ざした資質・能力」を育成する指導方法・評価方
ているところである。本年度，算数・数学部にお 法を明らかにすることを目的とする。
いても，本学校園の研究を受け， 「算数・数学科
の本質に根ざした資質・能力」を設定した。それ 2 研究の方法
は表1の通りである。
表1 算数・数学部における資質・能力
瀦桝的能力 J算数決数学轄の欄乙披ざし
1た3軽饗三券能力
キャリアプランニ｜数学が社会で果たす役割を
ング能力 ｜理解し，自分の生き方のなか
(1）対象児
広島県内の小学校5年生1クラスの子ども 35
人を対象に調査を行った。
(2）調査時期
平成 27年9月～12月
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(3）実施した指導方法・評価方法 える子ども」である。そのような姿をめざし，次
資質・能力を効果的に育成するための指導方法 に3つの資質・能力に関する幼稚園から中学校の
及び評価方法を考える上で，まず，算数・数学科 12年間のめざすべき子どもの姿を，本学校園で本
でめざす子どもの姿を設定した。それは「世の中 年度から取り組んでいる新たな5つの学年区分に
の事象を数学的に捉え，数学的な視点で物事を考 基づいて設定した。それは表2の通りである。
表2 資質・能力系統表
通教科的 人間関係形成・ キャリアプランニング
課題対応能力能力 社会形成能力 能力
教科の本質 数学的な表現を用い なりたい自分と数学との
に根ざした て，筋道立てて伝え合 つながりについて考えよ
数・量・図形的な関係を見いだし
資質・能力 うカ うとする態度
発展させる力
感じたことや考えたこ 基本的な生活習慣を身 身近なものや自然に興味をもっ｜入門期｜
とを様々な方法（音，動 につけ，生活に必要な活 てかかわり，思いの実現に向けて年少
き，言葉，かく，つくる 動を自分でしょうとし 工夫して遊んでいる。年中
等）で表現している。 ている。
｜幼小 1数学的な表現を用い 身の回りの事象を，数・ これまでの学びを生かして事象
接続期 て，自分の考えを，理由 量・図形と関係付けて見 の中の数・量・図形的要素に気づ
年長 をつけて説明すること ようとする。 き，その要素の聞の規則性に気づ
1年 ができる。 く。
2年
数学的な表現を用い 身の回りの事象を，数・ これまでの学びを生かして事象
｜中間期｜ て，自分の考えを，理由 量・図形と関係付けて考 の中の数・量・図形的要素を見つ
戸f主4 3年 をつけて説明し合うこ えようとする。 けその要素の聞の規則性を発見
年 4年 とができる。 し，その規則性を活用することが
区 できる。
分 様々な事象について， 数学が社会で果たす役 既習の数学的な学びをもとに，問
接続期
根拠をもとに数学的に 割を理解し，算数・数学 題解決に必要な数学的要素を取
5年
判断し，説明し合うこ と社会とのつながりを 捨選択し，それらを関係付けて見
とができる。 考えようとする。 出す法則を活用して身の周りの6年
事象について考えることができ7年
る。
様々な事象を数学的な 数学が社会で果たす役 既習の数学的な学びをもとに，問
｜最終期｜ 表現を用いて，筋道立 割を理解し，自分の生き 題解決に必要な数学的要素を取
8年 てて伝え合うことがで 方のなかに数学を身近 捨選択し，それらを関係付けて見
9年 きる。 に感じ，将来の生き方を 出す法則を活用して身の周りの
描こうとする。 事象について考えることができ
る。
そして，これらの子どもの姿をめざして，指導 指導を展開した。それは表3の通りである。
方法及び評価方法の具体的な内容について考え，
9月から 12月の間，実践を積み重ねてきた。以下
に，その取り組みの概要を述べる。
①指導方法について
3つの資質・能力のそれぞれの特質に応じて，
-90 -
表3 資質・能力育成のための主な指導方法
鈴木：資質・能力を育成する算数学習の開発に関する研究一指導方法及び評価方法の開発をめざして
数・数学と を実感できるようにする。また，そ
のつなが の活動の内容において日常生活に根
りについ ざした問題や社会の出来事に関わる
て考えよ 問題を取り入れることで，算数が生
うとする 活に役立つこと，算数が科学技術を
態度 支え相互に関わって発展してきたこ
とについて実感できるようにする。
算数的活動において，表や図，グラ
フ，式，算数・数学的用語などの数
学的な表現を活用し，根拠を明らか
にしながら説明し合う場面を設定す
数学的な る。そして，話し手はその説明が妥
表現を用 当であったかどうか，聞き手は考え
いて，筋道 ながら聞けたかどうかについて自己
立てて伝 評価や他者評価を行うことを通し
え合うカ て，筋道立てて説明し合うことの価
値を実感できるようにし， 「もっと
上手く説明することができるように
なりたしリという意欲をもてるよう
にする。
算数的活動において，課題解決の思
考の流れを三つの学習場面として設
定する。そして，それぞれの場面に
数・量・図 おいて，①「事象の中から数・量・
形的な関 図形的要素を見つけ，問題解決に必
係を見い 要な要素を取捨選択する姿J，②「変
だし発展 数化した2つの要素の中の法則を見
させる力 つける姿J，③「2つの数量の関係
を活用して身の周りの事象を考える
姿」を引き出し，積極的に価値づけ
ていく。
②評価方法について
評価については， 3つの方策を取り入れて実施
してきた。それは「算数ノートJ 「レポー ト①」
「レポート②」である。算数ノートは，パフォー
マンス課題を設定して論述する宿題である。レ
ポート①は，作間活動に取り組むレポートである。
レポート②は単元の終わり実施するパフォーマン
ス課題である。それぞ、れループリックを設定し，
その3つの評価を単元ごとにポートフォリオ化し，
ポートフォリオ評価を実施してきた。 3つの資
質・能力と 3つの評価の方策との関連は，表4の
通りである。
表4 資質・能力と評価の方策の関連について
資質・能力 評価の方策
なりたい自分と算数・数学
算数ノート
とのつながりについて考え
レポート①
ょうとする態度
数学的な表現を用いて，筋 算数ノート
道立てて伝え合う力 レポート②
数・量・図形的な関係を見 算数ノート
いだし発展させるカ レポート②
これらの方策により子どもの質的な変容を見取
ることとした。また，算数アンケートを実施し量
的な変容を見取ることとした。算数アンケートで
は， 「なりたい自分と算数・数学とのつながりに
ついて考えようとする態度」について2項目，「数
学的な表現を用いて，筋道立てて伝え合う力」に
ついて2項目， 「数・量・図形的な関係を見いだ
し発展させる力jについて3項目の質問を4件法
で作成し，実施した。質問内容については，以下
の結果と考察の中で示してし、く。これらの評価方
法により，子どもの変容を見取り，指導の改善を
行っていった。
さらに，評価方法で最も重視したのが「子ども
の自己評価活動の充実」である。資質・能力を育
成するためには，子ども自身がその資質・能力を
意識しながら実践に取り組んでいくことが重要で
あると考えたからである。そこで，資質・能力系
統表を基に5年生の算数科における「めざすべき
姿」を年間ルーブ、リック（表5）として子どもた
ちに提示し，資質・能力が育成された自分の姿を
常に意識しながら、ポートフォリオ評価を中心と
した「自己評価活動」に取り組むことができるよ
うにし7こ。
このように，算数・数学科の本質に根ざした資
質・能力のそれぞれの特質に応じた指導方法及び
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評価方法を， 9月から 12月に行った5つの単元に 積み重ねていった。
おいて実施し，めざす子どもの姿に向けて実践を
表5 年間ルーブリック（5・6・7年生用）
くキャリアプランニング能力＞
なりたい自分と数学とのつながり
について考えようとする態度
＜人間関系形成・社会形成能力＞
数学的な表現を用いて，筋道立て
て伝え合う力
＜課題対応能力＞
数・量・図形的な開系を見いだし
発展させる力
3 結果と考察
大めざす姿
自分の生活の中の出来事件士会て守の出来事について，数学的な見方・
考え方で考えようとする。
カ自己言判面の観'2-
・その単元で学んだことを活かして， 日常生活の中から算数を見つけ
ることができたtJ'a 
大めざす姿
様々な問題について，図・表・グラフを使って数量の関係を捉え，
算数の言葉や式を使って「なぜそう言えるのか」の理由を明らかに
しながら説明し合うことができる。
女自己評価の観京
・図・表・グラフや算数の言葉号式を使って，自分の考えを分かり易
く説明することができたか。
・その単元で学んだことをもとに，友達の考えに対する自分の考えを
もつことができたがっ
大めざす姿
これまで学んだことを生かして，問問草決に必要な数・量・因究幼
f静Eを取臨霊択しそれらを関係づけて法則を見つけることができ
る。そしてその法則を活用して他の問題について考えることがで
きる。
女自己一制面の観点
・問題詞軟に必要な数・量・図形を見つけ，それらを関係づけて考え，
問題を解くことができたか。
・新しく見つけた考えをもとに他の問題を解くことができたか。
表6 肯定的回答児童数の変容
アンケート項目 9月 10月 11月
9月， 10月， 11月に行った3回の算数アンケー
トの分析による量的な変容の結果と 「算数ノー
ト」 「レポー ト①」 「レポート②j の分析，そし
て，年閉ループリックに基づいて実施した子ども
の「自己評価活動」におけるポートフォリオの分
析による質的な変容の結果をもとに， 3つの資
質・能力の育成状況について述べてし、く。
①算数で学んだことを活
かして，日常生活の中から
算数を見つけることがで
きる。
②算数で学んだことを
使って，日常生活の出来事
を考えようとしている。
29人 27人 31人
18人 25人 29人
(1)なりたい自分と数学とのつながりについて考
えようとする態度について
算数アンケートの結果は以下の表6の通りで
あった。
※4と3を肯定的回答とする。絶対数は 35人
アンケート項目①②とも向上している。特に②
の項目については 11人増加した。これは， 1時間
1時間の授業の中で価値づけていく数学的な見方
考え方を明確にして授業を構成し，数学的な見方
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考え方で物事を考察することの価値を実感できる
ようにしたからである。また，算数ノートの中で，
身の回りのことを具体例として例示しながら自分
の考えを書くように促したこと，レポート①にお
いて取り組んだ作間活動で日常生活の中から「算
数」に関わる問題を探させたこと，子どもたちが
イ乍った問題を紹介し全体で共有したことで， 「算
数」と「日常生活」を結ぶ視点が芽生えたと考え
られる。表7にそれぞれの項目における特徴的な
子どもの思いを示す。
表7 子どもの思い
①上がっ －もしも～だ、ったらと考えられること
fこ が多くなった。
・日常生活の中で算数を見つけること
が楽しくなった。
・これまでより算数で学んだことを活
かして深く考えるようになって，知
らなかったことや考えなかったこ
とが見えてきた。
②上がっ ・日常生活の中で式や図を考えること
た が多くなった。
－前よりも，何気ない生活の中で，算
数を使うようになった。
－生活の中でも，きまりを見つけたり
そのきまりを使って考えたりする
ことができるようになった。
①下がっ ・身の回りのことを，算数で学んだこ
fこ ととして考えられていない。
・今までで，算数を見つけることがで
きていると思っていたけど，友だち
の考え方を知ってまだできていな
いと思った。
②下がっ ・学んだことを日常生活の中であまり
た 考えようとしてない。
－たまにするけど，まだ，それが習慣
になっていない。
り返りを見ると，算数で学ぶ考え方そのものを理
解できていない子どもと，考え方は理解しており
学力も十分身についているが自分を厳しく評価す
る子どもとに分かれていた。やはり，課題は個に
よって異なり，個別の対応が重要となる。今後，
否定的な回答をしている子どもの意識を高めてい
くために，次のように学習指導を改善してし、く。
学習指導の改善
・授業で扱う問題や算数ノートの課題を，さらに
日常生活と関わりのあるものにしてし、く。
・算数ノートの課題を説明する過程において，身
の周りのことを活用して具体例を示すように促
していく。
－数学的な考え方の有用性をさらに実感すること
ができるように，焦点化して指導してし、く。
－面接の実施やコメントにより，個の課題に対応
していく。
(2）数学的な表現を用いて，筋道立てて伝え合う力
算数アンケートの結果は表8の通りで、あった。
表8 肯定的回答児童数の変容
アンケート項目 9月 10月 11月
③図や式や言葉を使って，
自分の考えを分かり易く 19人 31人 33人
説明することができる。
④算数で学んだことをも
とに，友達の考えに対する
自分の考えをもつことが
24人 27人 28人
できる。
※4と3を肯定的回答とする。絶対数は 35人
アンケート項目③④ともに向上している。特に
③の項目については 14人増加した。これは，主に
2つの指導の手立てが効果的で、あったと考えられ
る。 1つ目は，図・表や式を使って表現する活動
を授業の中や算数ノートにおいて積極的に設定し
自己評価において 1・2をつけた子どもは，① たことで，数学的に表現することの必要性を感じ
では4名，②では6人いた。その子どもたちの振 ることができるようにしたことである。授業の中
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で，図・表の書き方や活用方法を丁寧に指導し，
授業の中や算数ノートで図・表を用いて表現して
いることを価値づけていったことで， 「自分の考
えを効果的に表現したり，自分の考えを確かなも
のにしたりするためには，図・表はとても便利だ」
としづ意識を高めることができた。 2つ目は，相
手意識をもって語ったり書いたりする活動を通し
て，根拠をもとに相手に自分の考えを伝えるため
の工夫を考えることができるようにしたことであ
る。授業の中では，説明活動を常時設定し，考え
を伝えることの難しさを実感させる中で， 「どの
ように工夫すれば，より伝わるのかJを考えていっ
た。また，算数ノートの中で， 「具体例を挙げて
説明している」 「言いたいことを端的にまとめて
いる」 「読み手に語りかけている」といった工夫
がみられる子どものノートを全体に紹介し，共有
化を図っていった。その結果，表現に対する技能
が高まり，さらには，「自分の考えを表現したしリ
な方法で解けるということが分
かった。
－友だちの考えの中には，たくさんの
ヒントがつまっていることが分
かった。今では，一生懸命聞いて質
問できるようになった。
③下がっ｜・図や式や言葉を使っていけば，もっ
た ｜ と上手に分かりやすく説明できて
し、fこ。
・もっと式を使えるようになり，式以
外の方法もマスターして分かりや
すく説明したい
④下がっ｜・相手の意見を聞いて，質問や疑問を
た ｜ もつことができなかった。
・もっと友達と自分の意見を比べれ
ば，自分の考えをさらに深めること
ができる。
という思いを引き出し，表現すること自体を楽し 自己評価において 1・2をつけた子どもは③で
むことにつながった。表9にそれぞれの項目にお は3人，④では7人で、あった。これらの子どもは
ける特徴的な子どもの思いを示す。 「なりたい自分と数学とのつながりについて考え
③上がっ
た
④上がっ
た
ようとする態度」のアンケートにおいて， 1 . 2 
表9 子どもの思い をつけている子どもとほぼ同じ子どもである。こ
－図から分かることを探って計算を考
えると，意味や流れが見えるように
なった。
・これまで、説明が苦手だ、った。しかし，
自分の考えや言いたいことをまと
めていく中で，図や式の意味を説明
できるようになった。
－相手に分かりやすく伝えるためには
図と式と言葉をうまくつなげてま
とめていくことが必要だと分かつ
た。
・算数で、考えたことをもとにして，友
達との関わりや「なぜ00なんだ」
という疑問をもつことができた。
－友達の考えとの違いを考えることを
意識してやると， 1つの問題を色々
こからも，やはり個別の対応の必要性を感じる。
今後，否定的な回答をしている子どもの意識を高
めていくために，次のように学習指導を改善して
し、く。
学習指導の改善
・授業の中で，図・表と式と言葉を関連させなが
ら説明する場をさらに設定してし、く。
・算数ノートの紹介において，否定的に自己を評
価している子どもを意図的に取り上げてし、く 0
・数学的な表現の有用性をさらに実感することが
できるように，多様な問題を扱ってし、く。
－面接の実施やコメントにより，個の課題に対応
していく。
(3）数・量・図形的な関係を見いだし発展させる力
算数アンケートの結果は表 10の通りであった。
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表 10 肯定的回答児童数の変容
アンケート項目 9月 10月 11月
⑤問題解決に必要な数量
や図形を見つけ，それらを
26人
関係づけて考え，問題を解
29人 30人
くことができる。
⑥新しく見つけた考えを
もとに他の問題を解くこ 28人 30人 31人
とができる。
⑦自分で問題を作り出し，
自分が見つけた考えを
26人 26人 31人
使って問題を解くことが
できる。
※4と3を肯定的回答とする。絶対数は 35人
いずれのアンケート項目も向上している。これ
は，授業の中や評価活動の中で，①「事象の中か
ら数・量・図形的要素を見つけ，問題解決に必要
な要素を取捨選択する姿J，②「変数化した2つ
の要素の中の法則を見つける姿」，③「2つの数
量の関係、を活用して身の周りの事象を考える姿」
を引き出す場面を設定し，その姿を積極的に価値
づけたからであると考える。また，算数ノートの
中で， 「図・表と式と言葉を関連づけて説明して
いる」 「自分で見つけたきまりを使って問題を解
いている」「新たな問題を作り出しているJといっ
た姿が見られる子どものノートを全体に紹介し共
有化を図っていったことが，子どもの意識化へと
つながっていった。表 11にそれぞれの項目におけ
る特徴的な子どもの思いを示す。
表 1 子どもの思い
⑤上がつい数直線を応用できるようになったこ
た ！ とで，数を関係付けて考えられるよ
うになった0
・問題解決に必要な図形や数量を見つ
－必要な情報と不必要な情報を考える
ために，どんな問題場面なのかを
じっくりと考えることができるよ
うになった。
⑥上がっ ・私は相手に分かつてほしいので，別
fこ の問題を使って「これだったらこう
なりますよね。」と問し、かけなどに
イ吏っている。
－新しく見つけた考え方を使って他の
問題との共通点や違う所を見つけ，
他の問題とやり方を関係付けるこ
とができた。
・別の問題で試すことで，自分の考え
方が正しし、かどうかを判断するこ
とが大切であることが分かつた。
⑦上がっ －身の回りのことを問題にして，しっ
た かり最後まで解くことができた。
－自分が見つけた考えを，これまでよ
りも使えるようになった。
・自分で問題を作ることが，だんだん
と楽しくなってきた。
⑤下がっ －私は今，対応数直線だけで考えてし
た まっている。表を使うということも
一つの考え方なので，もっとそんな
力をつけていきたい。
⑥下がっ ・新しい考えを学んでも，すぐに試そ
た うとか思わなかったから意識して
いきたい。
・習ったことの組み合わせばできるけ
ど新しい考え方にはなっていない。
⑦下がっ －まだまだ授業で習ったことだけを
fこ 使って解し、ているから，自分で考え
ていく。
－問題は作れるようになってきたが，
考えは活かしきれていない。
けて問題解決に活かしていって，そ｜ 自己評価において 1・2をつけた子どもは⑤で
れから関係付けて考えるというこ｜ は5人，⑥では4人，⑦では4人であった。これ
とがどういうことか分かつてきた。｜ らの子どもは，比較的学力の定着が難しい子ども
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が多かった。数・量・図形的な関係を見いだし発
展させる力は考える力そのものであり，意識だけ
ではなく知識・技能も同時に高めていく必要性を
改めて感じた。今後，否定的な回答をしている子
どもの意識を高めていくために，次のように学習
指導を改善してし、く。
学習指導の改善
．授業の中で扱う算数的な知識・技能に関する繰
り返し学習を徹底してし、く 0
・算数ノートの中で個別指導を行い， 「見つけて，
関係付けて，発展させる」考え方を見せてし、く 0
．知識・技能の活用方法を学ぶことができるよう
に，多様な問題を扱ってし、く。
－面接の実施やコメントにより，個の課題に対応
していく。
4 結論と今後の課題
本研究の結果，今回実施した指導方法及び評価
方法は，資質・能力育成に効果が見られ，指導方
法及び評価方法の開発につながったと考える。特
に効果があったものとして2点挙げる。
1点目は， 「自己評価活動」である。資質・能
力系統表に基づいて年間ループリックを作成し，
ノレーブリックを評価の指標として自己評価活動に
取り組んだことが非常に効果的であったと考える。
子どもの意識を変えるためには， 「なりたい自分
（なるべき自分）」の姿を子どもたちに明確にも
たせる必要がある。そして，その姿をめざして日々
振り返ることで，子どもの意識が変容し，そして
行動化へとつながっていくことを確信した。今後
も評価における 3つの方策に継続して取り組み，
子どもの記述から質的な変容を見取り，子どもと
共にループリックを改善してし、く。そして，その
ループリックを視点に自己評価活動を繰り返し行
うことで，子どもが自分で、学び、を作っていくこと
ができるようにする。
2点目は，評価と指導の一体化により，効果的
なフィード、バックが可能となったことである。今
回，評価において，めざすべき子どもの姿を明確
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にし，その姿を引き出すことをめざして単元構成
や授業設計を考えた。そして，算数アンケートと
ポートフォリオの分析を月ごとに実施し，成果と
課題を洗い出し，学習指導の改善点を見出して実
践に取り組んできた。このように指導と評価を繰
り返すことにより，より効果的な指導方法を考え
ることができた。その結果，資質・能力が高まっ
たと考える。今後も，質的な変容の分析を重視し
学習指導の改善に努め，効果的なフィードパック
ができるようにする。
最後に，今後の課題について述べる。 9月から
12月の実践を分析した結果，アンケート項目の数
値の低い子どもは，大きく分けて2つの傾向が見
られることが分かつてきた。それは， 「算数の学
習内容を理解できていない子ども」と「算数の学
習内容は理解できているが自己評価が非常に厳し
い子どもJである。先述の「3.結果と考察」で
も述べたが，それらの子どもには個に応じた指導
が必要であると考える。 3つの資質・能力のそれ
ぞれの特性を考慮した個別指導を充実させ，子ど
も一人ひとりの育ちを保障していくことが求めら
れる。さらには，全体指導における課題として，
筆者自身がもっと算数と日常との関連を考え，そ
れを反映させた授業を行ってし、く必要がある。ま
た，算数・数学に関する具体的な職業を紹介する
ことで，算数・数学自体に対する見方の変容も促
していきたい。これらの活動を取り入れていくこ
とで，子どもは算数の有用性をさらに実感し，算
数と日常生活とのつながりを考えることができる
ようになり，算数・数学科でめざす「世の中の事
象を数学的に捉え，数学的な視点で物事を考える
子ども」を育成することができると考える。
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